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夏
空
が
ま
ぶ
し
く
感
じ
ら
れ
る
こ
ろ
と
な
り
ま
し
た
が
、

会
員
の
皆
様
に
は
、
ま
す
ま
す
ご
健
勝
に
て
お
過
ご
し
の

こ
と
と
お
喜
び
申
し
上
げ
ま
す
。

　
日
頃
は
、
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
の
運
営
に
、
格

別
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を
賜
り
、
厚
く
お
礼
を
申
し
上
げ

ま
す
。

　
私
、
こ
の
た
び
、
去
る
５
月
に
開
催
さ
れ
ま
し
た
理
事

会
に
お
き
ま
し
て
、
皆
様
方
の
ご
推
挙
を
い
た
だ
き
、
本

会
の
会
長
を
務
め
さ
せ
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

微
力
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
会
員
皆
様
の
ご
協
力
を
賜
り

な
が
ら
、
本
会
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
全
力
を
傾
注

し
て
ま
い
り
ま
す
の
で
、
変
わ
り
ま
せ
ぬ
ご
支
援
を
い
た

だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　
さ
て
、
最
近
「
人
生
１
０
０
年
時
代
」
と
い
う
言
葉
を

耳
に
す
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
が
、
我
が
国
は
ま
さ
に
超

高
齢
社
会
を
迎
え
よ
う
と
し
て
い
ま
す
。

　
こ
れ
か
ら
は
、
誰
も
が
住
み
慣
れ
た
地
域
で
、
健
康
で

安
心
し
て
生
活
が
続
け
ら
れ
る
よ
う
、
自
ら
が
健
康
寿
命

を
延
ば
し
、
高
齢
者
同
士
が
支
え
合
っ
て
い
く
こ
と
が
ま

す
ま
す
重
要
に
な
っ
て
い
ま
す
。

　
こ
う
し
た
中
、
私
た
ち
老
人
ク
ラ
ブ
は
、
介
護
予
防
や

生
活
支
援
の
担
い
手
と
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
で
そ
の

役
割
を
果
た
し
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま
す
。
と
り
わ
け
、

医
療
や
介
護
、
住
ま
い
や
生
活
支
援
が
一
体
的
に
提
供
さ

れ
る
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
」
の
構
築
に
向
け
、
昨

年
度
か
ら
す
べ
て
の
市
町
村
で
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
「
新

地
域
支
援
事
業
」
に
積
極
的
に
参
加
し
て
い
く
こ
と
が
期

待
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
府
老
連
に
お
き
ま
し
て
も
、
本
事
業
へ
の
参
画
を
当
面

の
最
優
先
課
題
に
掲
げ
て
お
り
ま
す
が
、
ま
ず
は
、
私
た

ち
が
日
頃
行
っ
て
い
る
「
友
愛
活
動
」
を
基
本
と
し
な
が

ら
、
そ
の
幅
を
少
し
ず
つ
広
げ
て
い
く
こ
と
が
、
本
事
業

へ
の
参
画
に
つ
な
が
る
も
の
と
考
え
て
い
ま
す
。

　
も
う
一
つ
の
大
き
な
課
題
は
、「
１
万
人
会
員
増
強
運

動
」
で
、
本
年
は
最
終
年
度
を
迎
え
ま
す
。
こ
れ
ま
で
、

各
市
町
村
で
は
創
意
工
夫
を
こ
ら
し
た
運
動
を
展
開
し
て

ま
い
り
ま
し
た
が
、
依
然
会
員
数
の
減
少
傾
向
が
続
き
、

各
市
町
村
と
も
苦
戦
し
て
い
る
の
が
現
状
で
す
。

　
厳
し
い
環
境
の
下
で
は
あ
り
ま
す
が
、
５
カ
年
計
画
の

締
め
く
く
り
と
し
て
、
府
老
連
の
全
力
を
結
集
し
て
取
り

組
ん
で
ま
い
り
ま
す
の
で
、
会
員
の
皆
さ
ん
に
は
、
一
人

ひ
と
り
が
根
気
よ
く
勧
誘
を
い
た
だ
く
な
ど
、
引
き
続
き

ご
尽
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま

す
。
　
最
後
に
な
り
ま
し
た
が
、
各
市
町
村
老
連
の
ま
す
ま
す

の
ご
発
展
と
、
会
員
皆
様
方
の
ご
健
勝
を
ご
祈
念
申
し
上

げ
ま
し
て
、
私
の
ご
あ
い
さ
つ
と
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

会
長
就
任
の
ご
あ
い
さ
つ

（
一
財
）
京
都
府
老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会

会
長
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岡
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※　任期は、2020年５月開催の定時評議員会まで

会
　
　
長
 

西
村
　
成
晴
（
八
幡
市
）

副
 会
 長
 

尾
瀬
　
　
崇
（
京
丹
後
市
）

 

森
島
　
秀
行
（
精
華
町
）

 

田
中
　
丈
夫
（
綾
部
市
）

 

栗
林
　
幸
子
（
亀
岡
市
）

 

武
藤
　
　
守
（
宇
治
市
）

常
務
理
事
 

中
川
　
　
剛
（
事
務
局
長
）

理
　
　
事
 

井
上
　
源
一
（
宇
治
市
）

 

山
本
　
　
淳
（
長
岡
京
市
）

 

小
林
　
　
弘
（
京
田
辺
市
）

 

塩
見
　
建
男
（
福
知
山
市
）

 

中
澤
　
義
久
（
南
丹
市
）

 

橋
本
　
俊
次
（
宮
津
市
）

 

西
森
　
敦
子
（
久
御
山
町
）

 

福
本
　
淳
子
（
八
幡
市
）

 

吉
原
　
征
子
（
精
華
町
）

 

藤
田
千
佐
子
（
与
謝
野
町
）

 

田
邊
　
直
美
（
京
田
辺
市
）

 

中
森
　
啓
之
（
木
津
川
市
）

 

大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

 

糸
井
　
範
子
（
与
謝
野
町
）

監
　
　
事
 

和
田
　
栄
雄
（
笠
置
町
）

 

谷
　
　
義
治
（
南
丹
市
）

 

西
原
　
　
宏
（
与
謝
野
町
）

府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

府
老
連
 新
役
員
体
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

原
田
　
紘
武
（
向
日
市
）
 

坂
本
　
準
子
（
宇
治
市
）

後
藤
　
嘉
弘
（
城
陽
市
）
 

中
川
　
容
子
（
京
田
辺
市
）

下
岡
久
五
郎
（
宇
治
田
原
町
）
 

五
条
　
幸
枝
（
木
津
川
市
）

岩
田
　
　
剛
（
井
手
町
）
 

森
永
　
幸
代
（
綾
部
市
）

中
島
　
英
一
（
木
津
川
市
）
 

小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

中
井
　
義
行
（
福
知
山
市
）
 

岸
本
　
勝
治
（
大
山
崎
町
）

山
木
　
　
茂
（
亀
岡
市
）
 

増
尾
　
辰
一
（
八
幡
市
）

北
野
　
秀
治
（
京
丹
波
町
）
 

松
本
　
俊
清
（
笠
置
町
）

内
海
　
志
伸
（
舞
鶴
市
）
 

林
　
　
　
昭
（
亀
岡
市
）

副
島
　
　
一
（
伊
根
町
）
 

齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

評
 議
 員

平成29年度　府老連収支決算書

（収入の部）

附             記決算額科　目

利息 2,684財産収益

補助クラブ
 ＠6,300×1,140クラブ

 7,308,000分 担 金
非補助クラブ
 ＠2,000×63クラブ

京都府補助金 15,429,000

20,022,000補助金等 全老連補助金 3,500,000

その他助成金 1,093,000

全国大会参加負担金 550,000負 担 金

機関紙 360,000広 告 料

歌集、会員章販売 140,684雑 収 入

28,383,368収入計佳

府老連報告

附             記決算額決算額科　目

老人クラブ大会、健康づくり、相互支援
リーダー研修、広報・一般活動、事務
局職員給与

17,768,938事業会計

事 業 費
会員増強運動 981,741組織強化

全国老人クラブ大会（京都開催） 9,350,720全国大会

役員会議費、事務局費、光熱水費 4,585,378法人会計管 理 費

32,686,777支出計加

（支出の部） 単位：円

（収支差額）

収入佳　－　支出加 △ 4,303,409当期収支差額

前年度繰越金36,330,231－
 （当期差額4,303,409＋法人税70,000）

 31,956,822正味財産期末残高
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少
子
高
齢
化
の
急
速
な
進
展
や
社
会
保

障
制
度
改
革
な
ど
、
高
齢
者
を
め
ぐ
る
情

勢
が
依
然
と
し
て
厳
し
い
な
か
、
京
都
府

老
人
ク
ラ
ブ
連
合
会
は
、
１
，
２
０
３
ク

ラ
ブ
、
５
９
，
１
４
４
会
員
を
擁
す
る
高

齢
者
を
代
表
す
る
組
織
と
し
て
、
一
人
ひ

と
り
の
生
き
が
い
の
充
実
を
基
盤
に
「
健

康
・
友
愛
・
奉
仕
」
の
全
国
三
大
運
動
を

始
め
と
す
る
多
彩
な
活
動
を
推
進
す
る
。

　
特
に
、「
老
人
ク
ラ
ブ
１
０
，
０
０
０
人

会
員
増
強
運
動
」
は
、
最
終
年
度
（
５
年

目
）
を
迎
え
、
会
員
数
の
減
少
傾
向
に
歯

止
め
を
か
け
る
と
と
も
に
、
若
手
高
齢
者

Ⅱ
　
基
本
方
針

等
の
加
入
促
進
に
よ
る
老
人
ク
ラ
ブ
の
活

性
化
を
図
る
。

　
ま
た
、
介
護
保
険
制
度
に
お
け
る
「
新

地
域
支
援
事
業
」
の
導
入
な
ど
、
社
会
保

障
制
度
の
改
革
が
進
む
中
で
、
老
人
ク
ラ

ブ
も
高
齢
社
会
の
一
員
と
し
て
、
行
政
や

関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
、
高

齢
者
が
安
心
し
て
暮
ら
せ
る
地
域
づ
く
り

に
む
け
て
、
社
会
的
役
割
を
果
た
し
て
い

く
こ
と
と
す
る
。

 ①
全
国
三
大
運
動
で
あ
る
「
健
康
・
友
愛
・

奉
仕
」
の
活
動
を
引
き
続
き
展
開
す
る

こ
と
と
し
、
と
り
わ
け
、「
生
き
が
い
づ

く
り
・
健
康
づ
く
り
・
仲
間
づ
く
り
・

地
域
づ
く
り
」
を
積
極
的
に
推
進
す
る
。

②
老
人
ク
ラ
ブ
数
・
会
員
数
の
減
少
傾
向

に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
５
ヵ
年
計

画
の
最
終
年
と
な
る
「
老
人
ク
ラ
ブ
１

０
，
０
０
０
人
会
員
増
強
運
動
」
を
危

機
感
を
持
っ
て
推
進
す
る
。
過
去
４
年

間
の
運
動
の
結
果
は
極
め
て
厳
し
い
も

の
が
あ
る
が
、
特
に
大
き
な
要
因
で
あ

る
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
の
解
散
・
退
会
の

防
止
に
全
力
を
挙
げ
る
も
の
と
す
る
。

そ
の
た
め
、
単
位
老
人
ク
ラ
ブ
と
の
継

Ⅲ
　
事
業
の
重
点

府老連報告

続
的
な
懇
談
会
及
び
相
談
窓
口
の
設
置

等
に
取
り
組
む
ほ
か
、
趣
味
の
会
や

サ
ー
ク
ル
活
動
を
核
と
し
た
新
し
い
ク

ラ
ブ
の
立
ち
上
げ
な
ど
の
成
功
事
例
に

学
び
、
よ
り
一
層
積
極
的
な
「
会
員
増

強
運
動
」
を
推
進
す
る
。

③
老
人
ク
ラ
ブ
会
員
や
一
般
高
齢
者
を
対

象
に
、
地
域
に
健
康
づ
く
り
の
輪
を
広

げ
る
と
と
も
に
、
老
人
ク
ラ
ブ
へ
の
加

入
促
進
を
図
る
た
め
、
市
町
村
老
連
、

ブ
ロ
ッ
ク
老
連
、
地
区
老
連
が
実
施
す

る
ス
ポ
ー
ツ
大
会
や
健
康
・
生
き
が
い
・

仲
間
づ
く
り
活
動
を
積
極
的
に
支
援
し
、

会
員
及
び
市
町
村
老
連
相
互
の
交
流
と

連
携
を
図
る
。

福知山市「施設訪問の花づくり」

与謝野町岩滝長寿会「シーサイドサロンあそ」
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④
高
齢
者
の
孤
独
死
や
高
齢
者
を
狙
っ
た「
特
殊
詐
欺
」

等
の
高
齢
消
費
者
被
害
防
止
が
大
き
な
社
会
問
題
と

な
っ
て
い
る
中
、
地
域
に
お
け
る
支
え
合
い
活
動
な

ど
「
絆
」
の
重
要
性
が
再
認
識
さ
れ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
市
町
村
老
連
が
行
う
高
齢
者
相
互
支
援
・
友
愛

訪
問
活
動
な
ど
を
積
極
的
に
支
援
し
、
自
助
・
共
助

（
互
助
）
の
老
人
ク
ラ
ブ
活
動
を
推
進
す
る
。

⑤
「
新
地
域
支
援
事
業
（
介
護
予
防
・
日
常
生
活
支
援

総
合
事
業
）」
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
と
し
て
も
避
け
て
通

る
こ
と
が
で
き
な
い
課
題
で
あ
り
、
地
域
の
実
情
に

応
じ
た
形
で
参
画
し
て
い
く
必
要
が
あ
る
。
老
人
ク

ラ
ブ
は
、従
来
か
ら
交
流
サ
ロ
ン
・
声
か
け
・
見
守
り
・

安
否
確
認
な
ど
の
支
え
合
い
活
動
を
行
っ
て
き
た
が
、

今
後
と
も
市
町
村
や
関
係
団
体
と
協
議
・
連
携
を
図

り
な
が
ら
可
能
な
範
囲
で
参
画
し
て
い
く
。

⑥
女
性
委
員
会
に
お
い
て
は
、
女
性
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
ブ
ロ
ッ
ク
別
女
性
リ
ー

ダ
ー
研
修
会
」
を
開
催
す
る
。
特
に
活
動
の
情
報
交

換
及
び
サ
ー
ク
ル
活
動
の
発
表
等
を
行
い
、
活
動
の

活
性
化
と
会
員
の
交
流
を
進
め
る
も
の
と
す
る
。
ま

た
、
女
性
委
員
会
を
中
心
に
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体

操
」
の
普
及
を
図
る
。

⑦
若
手
委
員
会
に
お
い
て
は
、
若
手
リ
ー
ダ
ー
の
育
成

と
交
流
を
深
め
る
た
め
、「
公
式
ワ
ナ
ゲ
京
都
府
大

会
」
を
開
催
す
る
。
ま
た
、
会
員
の
多
様
な
ニ
ー
ズ

に
対
応
す
る
た
め
、
魅
力
あ
る
活
動
に
つ
い
て
検
討

を
加
え
、
会
員
の
加
入
促
進
に
努
め
る
。

⑧
世
代
間
交
流
、
子
育
て
支
援
活
動
や
子
ど
も
見
守
り

活
動
な
ど
、
安
心
・
安
全
の
ま
ち
づ
く
り
活
動
を
地

域
の
関
係
機
関
・
団
体
と
連
携
・
協
働
し
て
推
進
す

る
。
ま
た
、
市
町
村
老
連
の
発
展
に
は
、
行
政
当
局

の
理
解
と
支
援
が
不
可
欠
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
市
町

村
と
の
定
期
的
な
「
行
政
懇
談
会
」
を
実
施
す
る
。

⑨
「
い
き
い
き
ク
ラ
ブ
体
操
」
及
び
「
高
齢
者
向
け
体

力
測
定
」
の
普
及
を
図
る
と
と
も
に
、
ク
ラ
ブ
活
動

や
日
常
生
活
で
の
安
心
・
安
全
の
た
め
「
老
人
ク
ラ

ブ
傷
害
保
険
・
賠
償
責
任
保
険
」
の
普
及
に
努
め
る
。

⑩
仲
間
の
輪
を
広
げ
る
た
め
に
は
、
一
人
で
も
多
く
の

高
齢
者
に
老
人
ク
ラ
ブ
の
活
動
を
知
っ
て
も
ら
う
必

要
が
あ
る
。
こ
の
た
め
、
市
町
村
や
自
治
会
、
社
会

福
祉
協
議
会
等
の
関
係
団
体
と
の
連
携
を
図
り
、
積

極
的
な
広
報
活
動
を
展
開
す
る
。

平成30年度　府老連収支予算書

（収入の部）

附             記予算額科　目

利息　等 5,000財産収益

補助クラブ
 ＠6,300×1,140クラブ

 7,308,000分 担 金
非補助クラブ
 ＠2,000×63クラブ

京都府補助金 14,429,000
14,482,000補助金等

その他助成金 53,000

機関紙 220,000広 告 料

歌集、会員章販売　他 71,000雑 収 入

22,086,000収入計佳

府老連報告

附             記予算額科　目

老人クラブ大会、健康づくり、相互支援
リーダー研修、広報・一般活動、事務
局職員給与

17,793,000事業会計
事 業 費

会員増強運動 773,000組織強化

役員会議費、事務局運営費、光熱水費　他 3,793,000法人会計管 理 費

22,359,000支出計加

（支出の部） 単位：円

（収支差額）

収入佳　－　支出加 △ 273,000当期収支差額

舞鶴市多門院長生会「子ども達と里山整備」
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開催地全老連関係日開催地府老連関係日月

京 都 市

奈 良 県

女性委員会総会・若手委員会総会

近畿老人クラブ連絡協議会

20日(金) 

25日(水)
４

東 京 都女性代表者会議15日(火)京 都 市

京 都 市

京 都 市

京 都 市

監事会

第164回理事会

第70回評議員会

第165回理事会（新）

11日(金)

16日(水)

30日(水)
５

東 京 都評議員会19日(火)奈 良 県

京 都 市

近畿ブロック老人クラブリーダー

研修会

市町村老連新会長・担当者会議

14(木)

～15(金)

28日(木)

６

東 京 都全国事務局長会議2(月)

～3(火)

京 都 市市町村老連リーダー研修会20日(金)
７

東 京 都老人クラブリーダー

中央セミナー

7(火)

～8(水)

大 阪 市

南 丹 市

近畿老人クラブ連絡協議会

丹波ブロック女性リーダー研修会

10日(金)

29日(水)
８

与謝野町

全国一斉

京 都 市

全国一斉

八 幡 市

丹後ブロック女性リーダー研修会

｢老人の日｣｢老人週間～21（金）｣

ＳＫＹふれあいフェスティバル

「社会奉仕の日」

山城ブロック女性リーダー研修会

12日(水)

15日(土)

15(土)

～16(日)

20日(木)

20日(木)

９

東 京 都女性リーダー

セミナー

11(木)

～12(金)

京 都 市第39回京都府老人クラブ大会18日(木)
10

富 山 県第31回全国健康福祉

祭とやま大会

3(土)

～6(火)

八 幡 市若手委員会リーダー研修会

（公式ワナゲ京都府大会）

16日(金)
11

沖 縄 県第47回全国老人クラ

ブ大会

4(火)

～5(水)

京 都 市第166回理事会12日(水)
12

東 京 都在宅福祉を支える友

愛活動セミナー

30(水)

～31(木)

京 都 市市町村老連会長・事務局長会議29日(火)
１

東 京 都全国会長・事務局長

会議

4(月)

～5(火)

和歌山市近畿老人クラブ連絡協議会未　定 
２

東 京 都評議員会12日(火)京 都 市第167回理事会14日(木)３

※31年度　近畿ブロック老人クラブリーダー研修会（大阪市） 未　定

　　　　　第32回全国健康福祉祭和歌山大会 平成31年11月９日（土）～12日（火）

　　　　　第48回全国老人クラブ大会（埼玉県） 平成31年11月26日（火）～27日（水）

平成30年度主要事業日程
平成30年４月１日現在

府老連報告
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平成30年度　女性委員会事業計画

１　事業方針　～男女共同参画のクラブづくり～
　①　老連役員への積極的な参画
　②　大会や研修会等への女性の参加拡大
　③　一般高齢者への参加呼びかけ
　④　友愛活動、地域見守り活動の推進
　⑤　高齢消費者被害防止活動の推進
　⑥　「若手委員会」との連携
　⑦　「健康ウォーキング」活動の普及
　⑧　いきいきクラブ体操の普及

２　委員会の開催　
　　総会―４月20日　常任委員会―随時（年３回）

３　ブロック別女性リーダー研修会の開催

４　「10,000人会員増強運動」（最終年）の推進

５ 「新地域支援事業（介護予防・日常生活支援）」
への参画　など

◆
女
性
委
員
会
総
会

　
４
月
　
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
に
お
い
て
、

20

平
成
　
年
度
女
性
委
員
会
総
会
が
、
市
町
村

30

老
連
女
性
委
員
な
ど
　
名
が
出
席
し
て
開
催

24

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
出

の
後
、　

年
度
事
業
報
告
及
び
　
年
度
事
業

29

30

計
画
が
承
認
さ
れ
、
新
役
員
に
よ
る
新
た
な

体
制
が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
ブ
ロ
ッ
ク
別

30
　
　
　
女
性
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

〇
山
城
ブ
ロ
ッ
ク

　
・
日
時
　
９
月
　
日
（
木
）

20

　
・
場
所
　
八
幡
市
文
化
セ
ン
タ
ー

〇
丹
波
ブ
ロ
ッ
ク

　
・
日
時
　
８
月
　
日
（
水
）

29

　
・
場
所
　
南
丹
市
国
際
交
流
会
館

〇
丹
後
ブ
ロ
ッ
ク

　
・
日
時
　
９
月
　
日
（
水
）

12

　
・
場
所
　
野
田
川
わ
ー
く
ぱ
る

※
 時
　
間
　
　
時
～
　
時
　
分

10

15

30

※
 参
加
者
　
各
１
５
０
名
程
度

※
 内
　
容
　
分
科
会
、
サ
ー
ク
ル
発
表
等

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

※
　
任
期
は
平
成
　
年
５
月
か
ら
　
年
５
月
ま
で

30

32

委
 員
 長
　
　
栗
林
　
幸
子
（
亀
岡
市
）

副
委
員
長
　
　
西
森
　
敦
子
（
久
御
山
町
）

　
　
　
　
　
　
福
本
　
淳
子
（
八
幡
市
）

　
　
　
　
　
　
吉
原
　
征
子
（
精
華
町
）

　
　
　
　
　
　
藤
田
千
佐
子
（
与
謝
野
町
）

常
任
委
員
　
　
坂
本
　
準
子
（
宇
治
市
）

　
　
　
　
　
　
中
川
　
容
子
（
京
田
辺
市
）

　
　
　
　
　
　
五
条
　
幸
枝
（
木
津
川
市
）

　
　
　
　
　
　
森
永
　
幸
代
（
綾
部
市
）

　
　
　
　
　
　
小
和
田
宏
子
（
舞
鶴
市
）

府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女女
性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性性
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

府
老
連
女
性
委
員
会
 新
役
員
体
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

府老連報告

新
役
員
の
み
な
さ
ま
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平成30年度　若手委員会事業計画

１　事業方針
 　～魅力ある老人クラブづくりと組織の強化～
　① 老連役員への積極的な参画
　② 各市町村老連「若手部」の組織化
　③ 若手会員の大会や研修会等への参加拡大
　④ 若手高齢者の加入促進
　⑤ 友愛活動、地域見守り活動の推進
　⑥ 「女性委員会」との連携
　⑦ 「ニュースポーツ」の普及

２　委員会の開催
　　総会―４月20日　常任委員会―随時（年３回）

３　若手リーダー研修会「公式ワナゲ京都府大会」

４　「10,000人会員増強運動」（最終年）の推進

５ 「新地域支援事業（介護予防・日常生活支援）」
への参画　など

◆
若
手
委
員
会
総
会

　
４
月
　
日
、
ハ
ー
ト
ピ
ア
京
都
に
お
い
て
、

20

平
成
　
年
度
若
手
委
員
会
総
会
が
、
市
町
村

30

老
連
若
手
委
員
な
ど
　
名
が
出
席
し
て
開
催

24

さ
れ
ま
し
た
。

　
総
会
で
は
、
任
期
満
了
に
伴
う
役
員
選
出

の
後
、　

年
度
事
業
報
告
及
び
　
年
度
事
業

29

30

計
画
が
承
認
さ
れ
、
新
し
い
役
員
体
制
が
ス

タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

　
　
年
度
若
手
リ
ー
ダ
ー
研
修
会

30
 

～
公
式
ワ
ナ
ゲ
京
都
府
大
会
～

　
　
年
度
の
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
普
及
員
養
成
講

28
習
会
」
及
び
　
年
度
の
「
ブ
ロ
ッ
ク
別
公
式

29

ワ
ナ
ゲ
交
流
大
会
」
の
成
果
を
踏
ま
え
て
、

今
年
度
は
「
公
式
ワ
ナ
ゲ
京
都
府
大
会
」
を

実
施

　
・
日
　
　
時
　
　
月
　
日
（
金
）

11

16

　
・
場
　
　
所
　
八
幡
市
体
育
館

　
・
参
加
予
定
　
３
０
０
名

　
・
競
　
　
技
　
団
体
戦
・
個
人
戦

鰍

恰

割

括

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟潟

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝
喝

新
役
員
の
み
な
さ
ま

※
　
任
期
は
平
成
　
年
５
月
か
ら
　
年
５
月
ま
で

30

32

委
 員
 長
　
　
武
藤
　
　
守
（
宇
治
市
）

副
委
員
長
　
　
田
邊
　
直
美
（
京
田
辺
市
）

　
　
　
　
　
　
中
森
　
啓
之
（
木
津
川
市
）

　
　
　
　
　
　
大
道
　
俊
樹
（
綾
部
市
）

　
　
　
　
　
　
糸
井
　
範
子
（
与
謝
野
町
）

常
任
委
員
　
　
岸
本
　
勝
治
（
大
山
崎
町
）

　
　
　
　
　
　
増
尾
　
辰
一
（
八
幡
市
）

　
　
　
　
　
　
松
本
　
俊
清
（
笠
置
町)

 

　
　
　
　
　
　
林
　
　
昭
　
（
亀
岡
市
）

　
　
　
　
　
　
齊
藤
　
正
剛
（
宮
津
市
）

　
　
　
　
　
　
廣
瀨
　
弘
子
（
南
丹
市
）

府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府府
老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老老
連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連連
若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若若
手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手手
委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委委
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会会

新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新新
役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役役
員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員員
体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体体

府
老
連
若
手
委
員
会
 新
役
員
体
制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制制

府老連報告
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老人クラブ・会員数の推移

会員数（人）老人クラブ数（クラブ）年度

96,1191,729平成9年

88,1631,60318年

△ 2,15286,011△ 301,57319年

△ 2,22683,785△ 341,53920年

△ 3,31080,475△ 561,48321年

△ 2,70477,771△ 441,43922年

△ 2,73975,032△ 321,40723年

△ 3,14871,884△ 431,36424年

△ 1,91069,974△ 281,33625年

△ 4,50565,469△ 651,27126年

△ 1,47363,996△ 191,25227年

△ 2,62261,374△ 311,22128年

△ 2,23059,144△ 181,20329年

△ 3,20455,940△ 531,15030年

（各年４月１日現在）

識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫識 竺鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫鴫

市町村別　クラブ数・会員数増減（平成29年～平成30年）

（平成30年４月１日現在）

会員数単位クラブ数
市町村老連

増減平成29年平成30年増減平成29年平成30年

△ 1012,8042,70306060宇 治 市

△ 1964,1883,992△ 16968城 陽 市

△ 751,1971,122△ 22826向 日 市

792,2902,36904848長 岡 京 市

△ 844,8144,730△ 16362八 幡 市

△ 683,6543,58606363京 田 辺 市

△ 2284,4374,209△ 49995木 津 川 市

△ 37344307△ 187大 山 崎 町

△ 1032,0701,96702828久 御 山 町

△ 451,7151,67001818井 手 町

△ 1031,3531,25002323宇治田原町

△ 22591569099笠 置 町

△ 291,0661,03701414和 束 町

△ 212,1702,14902727精 華 町

△ 11740729099南 山 城 村

△ 3785,9705,592△ 7137130福 知 山 市

△ 2173,3093,092△ 66660綾 部 市

△ 2002,6492,449△ 15251亀 岡 市

△ 1853,6413,456△ 49490南 丹 市

△ 3121,5201,208△ 95647京 丹 波 町

△ 5102,8392,329△ 136855舞 鶴 市

△ 701,2551,185△ 12928宮 津 市

△ 872,2222,135△ 19392京 丹 後 市

△ 1810183088伊 根 町

△ 1832,2052,022△ 23432与 謝 野 町

△ 3,20459,14455,940△ 531,2031,150合　 計

府老連報告

　
各
市
町
村
老
連
で
は
様
々
な
取
り
組
み
を
展
開

し
て
き
ま
し
た
が
、
残
念
な
が
ら
一
定
の
成
果
を

得
る
に
は
至
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

　
平
成
　
年
度
は
、
会
員
が
増
加
し
た
の
は
１
市

29

に
と
ど
ま
り
、
会
員
数
は
 △
３
，
２
０
４
名
と
、

依
然
減
少
傾
向
が
続
い
て
い
ま
す
。

　
会
員
数
の
減
少
率
を
み
る
と
、
山
城
ブ
ロ
ッ
ク

は
 △
３
．１
％
の
減
少
に
留
ま
っ
て
い
ま
す
が
、

丹
波
ブ
ロ
ッ
ク
で
は
 △
７
．６
％
、
丹
後
ブ
ロ
ッ

ク
は
 △
　
．１
％
と
減
少
し
て
い
ま
す
。
特
に
、

10

大
幅
に
減
少
し
た
市
町
が
み
ら
れ
ま
す
の
で
、
こ

の
要
因
を
詳
し
く
分
析
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

今
後
、
分
析
結
果
や
成
功
事
例
を
府
老
連
全
体
で

共
有
し
な
が
ら
減
少
傾
向
に
歯
止
め
を
か
け
る
よ

う
、
引
き
続
き
地
域
ぐ
る
み
に
よ
る
運
動
を
展
開

し
ま
し
ょ
う
。

　
府
老
連
で
は
、
平
成
　
年
度
か
ら
５
カ
年

26

計
画
で
「
１
０
，
０
０
０
人
会
員
増
強
運
動
」

を
推
進
し
て
い
ま
す
。

　
各
地
域
の
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
、
創
意
工
夫

を
凝
ら
し
た
取
り
組
み
を
進
め
て
い
た
だ
い

て
い
ま
す
が
、
平
成
　
年
度
（
４
年
目
）
の

29

結
果
が
ま
と
ま
り
ま
し
た
の
で
お
知
ら
せ
し

ま
す
。

※26年～30年の５カ年計画
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事　業　概　要運動の名称市町村

・Ｈ18の市町合併後、市周辺部の過疎化・高齢化が進み、退会に
繋がるケースが多く、三支部への対策を強化

・退会の申し出があったクラブの会長及び自治会長と面談し、再
結成を依頼。１年間休会となったが、再入会につなげる

府内10,000人の増強
をめざそう！

福 知 山 市

・全66クラブで「プラス３運動」＝200名の増員を目標として呼び
かけ

・４～11月の８か月間で90人増加したが、自然減がそれを上回っ
た（△113人）

・未加入自治会の「実態調査」を実施
　（未加入自治会の全会長宛に「加入要請書」と「アンケート調
査」を発送）

市内全クラブ66×
「プラス３（スリー）
運動」

綾 部 市

・「300人会員増強運動推進委員会」（仲間づくり委員会）を設置
・市老連役員が各クラブを訪問し、課題や好事例を把握して市老
連全体の取組につなげる

・ウォーキングや公式ワナゲなど、魅力ある事業づくりをめざす

300人会員増強運動
の推進

亀 岡 市

・未加入者に「グラウンドゴルフ大会」「会員のつどい」等の参加
を呼びかけ

・若手、女性部を中心に公式ワナゲの普及を通した仲間づくり・
会員増強を推進

若手・女性会員の発
掘とクラブの活性化

南 丹 市

・「活性化委員会」を結成し、委員会を年３回開催し、会員増強運
動についての取り組み案を検討、実施中

・休会クラブに「アンケート」を実施し、自治会長とともに復活
を働きかけ

・町老連に直接入会できるような「新しい形での組織づくり」に
ついて検討中

・休会クラブの復活、未組織クラブの新設など、該当クラブの中
心者へ直接に声掛け

仲間を増やそう運動京 丹 波 町

・会員増強対策として「会員章」を発行し、施設利用の有効活用
を推進

・４クラブが積極的に会員増強運動中（１クラブで10人獲得、２
クラブで５名以上獲得、等）

・休会中のクラブに対し、復活に向けた呼びかけ運動を実施

舞友運動舞 鶴 市

・老人クラブ「傷害保険」への加入呼びかけ、一部保険料の補助
を実施

・老連機関紙の市内回覧、市お知らせ版による会員の募集
・年度当初の会員数維持「自然減の会員数の確保」を目指して運
動を実施

会員増強運動宮 津 市

・新規クラブの設立に向け、自治会長へ協力を要請
・「会員章」を発行し、市内温泉施設の割引等のメリットをＰＲ

掘り起こそう新たな
仲間と老人クラブ

京 丹 後 市

・「健康づくり講演会」に一般高齢者にも参加を呼びかけて勧誘
・独自パンフレットや町広報・社協広報により、老人クラブの活
動をＰＲ

会員増強運動伊 根 町

・勧誘して新しく入会した方に、老人クラブの良さやメリットを
周囲の方々に伝えてもらい、複数の入会を得る

・「シーサイドサロンあそ」の事業を通して加入を促進
・若い世代の加入者が出始めてきており、新加入者のつながりを
活かして加入の輪を広げるよう努めた

会員増強運動与 謝 野 町

府老連報告

会員増強運動
３つの重点

①単位クラブはまずあと１人の加入増を！

　②休会・解散・退会クラブの防止を！

　　③未結成地域に新規クラブ(新設・復活)の立ち上げを！
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平成29年度　市町村老連における会員増強運動の概要報告

事　業　概　要運動の名称市町村

・市老連の活動の紹介、会員募集のカラーチラシを増刷
・地区、単位クラブの活動状況を地元紙３紙に提供、活動をＰＲ
・単位クラブの解散を未然に防ぐため、情報を収集し話し合いの
場を設定

・毎月の単位クラブ会長会議で活動状況を発表しあい、活性化を
図る

入会促進はあなたの
手で

宇 治 市

・「お助け隊クラブ」を結成するなど、未設置地域（自治体）での
クラブの立ち上げを促進

・地元在住の市議に老人クラブ活動・会員増強の応援を引き続き
要請

新規勧誘活動（未加
入自治会対象の把握
から立上努力）

城 陽 市

・グラウンドゴルフ大会など、非会員（60才未満）にも参加いた
だき、勧誘

・各単位クラブで講演会（研修会）を行い、老人クラブの楽しさ
をＰＲ

会員増強運動向 日 市

・市老連の名称を「やすらぎクラブ長岡京」に正式に決定
・シルバー人材センターや社協と定期交流し、意見交換
・次期計画「（仮）シニア大学」を策定し、高齢者の生活提案を行
う

・新単位クラブの会長が熱心に個別説得し、会員増を達成

会員増強運動長 岡 京 市

・趣味の部会（14部会）による「舞台発表会」を開催し、老連事
業をＰＲ（年２回）

・「手話コーラス」等、市内の文化祭等のイベントに参加して入会
を勧誘

・「健康麻雀教室」により会員が増える
・自治会と協力し、チラシ配布や個別訪問を推奨して勧誘

老人クラブの活性化
と会員加入促進を図
ろう

八 幡 市

・「会員増強推進委員会」を設置し、取組状況を情報交換
・「市老連会長会」で推進運動の方針を周知
・会員募集ポスター、回覧を作成し、自治会へも協力要請

会員増強推進運動京 田 辺 市

・第１回市老連公式ワナゲ大会を開催
・公式ワナゲの普及に絡めて、入会を呼びかけ

会員増強運動木 津 川 市

・「グラウンドゴルフ大会」を通して非会員との交流を図り勧誘
・全町規模の「天王山まつり」に参加し、ワナゲのブースで入会
を呼びかけ

・朝のラジオ体操の広場を訪問し、入会をお願い（11月15日）
　７人の入会があり、ＰＲを兼ねて歓迎会を実施

会員増強七転八起
運動

大 山 崎 町

・「個人会員」（未組織地域会員）を勧誘。女性部が友人を活動体
験に誘い、入会へ繋げる

・会長、自治会長が退会の原因究明をし、復活にむけて改善策を
検討

・「社協事業」に参加している未加入者に対しクラブ活動をＰＲ

シニアクラブ会員増
強運動

久 御 山 町

・会報誌や会員募集チラシ等の広報を通して活動をＰＲ会員増強運動井 手 町

・「ワナゲ講習会・大会」を開催し、未加入者を勧誘
・「シルバーオリンピック（体力測定）」を開催し、入会を呼びかけ

なかまを増やそう宇治田原町

・支部長会（役員）を通じて、各支部での会員増強をＰＲ
～生きがい・健康・
 仲間づくり～

笠 置 町

・募集チラシ等により各地域で対象者（65才以上）を勧誘会員増強運動和 束 町

・クラブ未設置の自治会に、クラブの立ち上げを依頼
・複数の自治会で結成した合同クラブを、自治会毎に設置するよ
う働きかけ

会員増強運動精 華 町

・老連の行事に一般高齢者の参加を呼びかけ、体験参加を勧める
・若手高齢者が参加しやすい「ニュースポーツ・新規事業」を企画

100人会員増強運動南 山 城 村

府老連報告
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第
１
日
目

　
開
会
式
に
引
き
続
き
、
全
老
連
の
岡
本
ま
ゆ
み

参
事
か
ら「
老
人
ク
ラ
ブ
組
織
の
発
展
に
向
け
て
」

の
基
調
報
告
が
あ
り
、
そ
の
後
、
４
つ
の
分
科
会

に
分
か
れ
て
討
議
が
あ
り
ま
し
た
。

　
第
２
分
科
会
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ
ス
テ
ム
の
構

築
に
向
け
た
友
愛
活
動
の
充
実
」
で
は
、
府
老
連

の
和
田
栄
雄
監
事
（
笠
置
町
老
連
会
長
）
が
笠
置

町
老
連
の「
ほ
の
ぼ
の
サ
ー
ビ
ス
お
た
が
い
さ
ま
」

の
取
組
に
つ
い
て
事
例
発
表
を
行
い
ま
し
た
。

　
ま
た
、
第
３
分
科
会
で
は
、
栗
林
幸
子
理
事
が

座
長
を
務
め
ま
し
た
。

　
ア
ト
ラ
ク
シ
ョ
ン
で
は
明
日
香
の
響
保
存
会
の

子
供
た
ち
に
よ
る
「
八
雲
琴
（
二
弦
琴
）」
の
演
奏

を
み
ん
な
で
楽
し
み
ま
し
た
。

　
「
の
ば
そ
う
！
健
康
寿
命
、
担
お
う
！
地

域
づ
く
り
を
」
の
ス
ロ
ー
ガ
ン
の
下
、
６
月

　
～
　
日
に
、
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
リ
ー
ダ
ー
研

14

15

修
会
が
奈
良
県
の
橿
原
ロ
イ
ヤ
ル
ホ
テ
ル
で

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

　
近
畿
地
区
か
ら
３
０
９
名
（
男
性
１
８
１

名
、
女
性
１
２
８
名
）
の
リ
ー
ダ
ー
が
参
加

し
、
熱
心
に
研
究
討
議
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

府
老
連
か
ら
は
　
名
（
男
性
８
名
、
女
性
９

17

名
）
が
参
加
し
ま
し
た
。

第
２
日
目

　
い
き
い
き
体
操
ク
ラ
ブ
に
始
ま
り
、
奈
良
県

立
医
科
大
学
の
赤
井
教
授
か
ら
「
あ
な
た
は

知
っ
て
い
ま
す
か
、
こ
ん
な
に
怖
い
慢
性
腎
臓

病
（
Ｃ
Ｋ
Ｄ
）」
と
題
し
て
講
演
が
あ
り
ま
し
た
。

日
頃
の
良
い
生
活
習
慣
の
積
み
重
ね
が
健
康
長

寿
の
秘
訣
で
あ
る
こ
と
を
再
確
認
し
ま
し
た
。

　
こ
の
後
、
全
体
会
議
で
前
日
の
分
科
会
報
告

と
、
総
括
・
講
評
が
あ
り
、
２
日
に
亘
る
研
修

会
を
終
了
し
ま
し
た
。

　
な
お
、
来
年
度
は
大
阪
市
で
開
催
さ
れ
る
予

定
で
す
。

※　和田監事の事例発表の
内容については13ページ
に掲載。

府老連報告

第
３
分
科
会
で
は
、
堺
市
と
和
歌
山
有

田
市
の
老
連
が
子
供
会
・
保
護
者
会
と

連
携
し
、
ス
ポ
ー
ツ
や
清
掃
活
動
等
を

楽
し
く
元
気
に
さ
れ
て
い
る
事
例
が
紹
介
さ
れ
、

大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た

　
現
在
私
達
も
「
あ
そ
び
の
は
く
ぶ
つ
館
」
で

昔
遊
び
を
通
じ
た
多
世
代
交
流
を
行
っ
て
い
ま

す
が
、
少
子
高
齢
化
が
進
む
中
、
今
後
も
誰
も

が
交
流
で
き
る
「
場
づ
く
り
」
を
さ
ら
に
広
げ

た
い
と
思
い
ま
す
。

 

（
城
陽
市
高
連
　
宇
治
タ
カ
子
）

　
第
１
分
科
会
の
「
健
康
づ
く
り
・
介
護
予
防

活
動
」
は
私
の
地
域
も
高
齢
化
が
進
み
大
き
な

課
題
と
な
っ
て
い
ま
す
。
現
在
私
た
ち
も
毎
週

ス
ト
レ
ッ
チ
で
健
康
づ
く
り
を
行
い
、
ま
た
、

見
守
り
活
動
な
ど
、
よ
り
多
く
の
方
に
参
加
の

声
掛
け
を
し
て
い
ま
す
。研
修
会
で
の
神
戸
市
・

野
洲
市
の
取
組
が
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
よ
き

出
会
い
に
感
謝
し
ま
す
。

 

（
舞
鶴
市
老
連
　
小
和
田
宏
子
）

顕

原

鹸

厳

験験験験験験験験験験験験験

験験験験験験験験験験験験験

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元
元

参加者
の声
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市・町・村から

●
 ち
ょ
っ
と
し
た
困
り
ご
と

　
笠
置
町
は
人
口
１
，４
０
０
人
と
、府
内
で
一
番
小
さ
い
町

で
、
高
齢
化
率
は
　
％
と
高
齢
化
が
急
速
に
進
ん
で
い
ま
す
。

46

　
一
人
暮
ら
し
の
高
齢
者
世
帯
が
多
く
、
住
民
か
ら
は
「
家

の
電
球
を
換
え
て
ほ
し
い
」、「
庭
の
草
が
気
に
な
る
」
な
ど
、

ち
ょ
っ
と
し
た
日
常
の
困
り
ご
と
が
老
人
ク
ラ
ブ
に
寄
せ
ら

れ
て
き
ま
し
た
。

　
同
じ
頃
、
笠
置
町
社
会
福
祉
協
議
会
で
は
、「
絆
ネ
ッ
ト
構

築
支
援
事
業
」
が
ス
タ
ー
ト
し
、
社
協
と
老
人
ク
ラ
ブ
が
協

同
し
て
立
ち
上
げ
た
の
が
住
民
同
士
の
助
け
合
い
事
業
「
ほ

の
ぼ
の
サ
ー
ビ
ス
お
た
が
い
さ
ま
」
で
す
。
介
護
保
険
の

「
新
地
域
支
援
事
業
」
に
も
位
置
付
け
ら
れ
、
平
成
　
年
　

27

10

月
か
ら
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。

●
 「
お
た
が
い
さ
ま
」
の
活
動

　
「
困
っ
た
時
は
お
た
が
い
さ
ま
」
こ
れ
が
合
言
葉
で
す
。

　
「
地
域
は
大
家
族
」
を
意
識
し
な
が
ら
住
民
同
士
の
見
守

り
と
助
け
合
い
の
活
動
を
進
め
て
い
ま
す
。
協
力
会
員
は
現

在
　
名
（
う
ち
高
齢
者
が
　
名
）
で
、
老
人
ク
ラ
ブ
が
サ
ー

26

19

ビ
ス
の
担
い
手
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
介
護
保
険
制
度
の
改
正
に
よ
り
、
要
支
援
者
へ
の

介
護
サ
ー
ビ
ス
の
一
部
が
、
保
険
給
付
か
ら
市
町
村

に
よ
る
「
新
地
域
支
援
事
業
」（
介
護
予
防
・
日
常
生

活
支
援
総
合
事
業
）
に
移
行
さ
れ
ま
し
た
。
現
在
全

国
す
べ
て
の
市
町
村
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
一
方
、
老
人
ク
ラ
ブ
で
は
こ
れ
ま
で
高
齢
者
の
在

宅
生
活
を
支
援
す
る
活
動
を
進
め
て
き
ま
し
た
が
、

今
後
は
「
友
愛
活
動
」
に
よ
る
様
々
な
取
り
組
み
を

「
新
地
域
支
援
事
業
」
そ
し
て
「
地
域
包
括
ケ
ア
シ

ス
テ
ム
」
の
構
築
へ
と
つ
な
げ
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
て
い
ま
す
。

活
動
の
内
容

【
対
　
象
】　

歳
以
上
の
ひ
と
り
暮
ら
し
・

65

　
　
　
　
　
高
齢
者
世
帯

【
利
用
料
】
１
時
間
８
０
０
円

【
内
　
容
】

　
①
家
の
周
り
清
掃

　
（
草
刈
・
庭
木
の
剪
定
・
除
草
剤
散
布
）

　
②
家
事
援
助

　
（
ゴ
ミ
だ
し
・
室
内
の
整
理
・
入
院
準
備
）

　
③
外
出
支
援

　
（
お
買
い
物
）

●
 利
用
者
の
声

　
サ
ー
ビ
ス
を
開
始
し
て
か
ら
２
年
半
が
過

ぎ
ま
し
た
。
初
め
は
な
か
な
か
浸
透
し
ま
せ

ん
で
し
た
。「
く
ち
こ
み
」
で
住
民
の
間
に
広

ま
り
、
利
用
者
の
方
々
か
ら
も
「
頼
り
に
し

て
る
で
」「
あ
ん
た
ら
が
、
い
て
く
れ
る
の
で

安
心
」
な
ど
、
う
れ
し
い
声
が
多
く
寄
せ
ら

れ
て
い
ま
す
。

　
活
動
を
通
し
て
顔
な
じ
み
に
な
っ
た
住
民

の
方
も
増
え
、
地
域
の
支
え
合
い
の
輪
が
広

が
っ
て
い
ま
す
。

　
要
望
に
対
し
て
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
が
足
り

ず
、「
担
い
手
」
の
養
成
が
こ
れ
か
ら
の
課
題

で
す
。
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最
近
、「
人
生
１
０
０
年
時
代
」

と
い
う
言
葉
を
耳
に
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。

　
高
齢
化
か
ら
超
高
齢
化
へ
と
、

そ
の
ス
ピ
ー
ド
は
上
が
っ
て
い
ま
す
が
、
老
人
ク
ラ

ブ
に
求
め
ら
れ
る
役
割
も
、
こ
れ
ま
で
に
も
増
し
て

大
き
く
な
っ
て
い
る
よ
う
に
感
じ
ま
す
。

　
高
齢
化
の
進
む
地
域
社
会
で
は
、
老
人
ク
ラ
ブ
が

そ
の
“
担
い
手
”
と
し
て
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ

う
し
た
中
、
会
員
の
増
強
は
不
可
欠
で
す
。

　
「
１
万
人
会
員
増
強
運
動
」
も
い
よ
い
よ
最
終
年

を
迎
え
ま
す
が
、
府
老
連
が
一
丸
と
な
っ
て
一
人
で

も
多
く
の
仲
間
を
増
や
し
て
い
き
ま
し
ょ
う
。

　
こ
の
機
関
紙
が
皆
さ
ま
の
お
役
に
立
て
る
よ
う
よ

り
良
い
紙
面
づ
く
り
に
努
め
ま
す
の
で
、
ご
意
見
ご

感
想
を
お
寄
せ
く
だ
さ
い
。 

（
事
務
局
）

編
集
後
記
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